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 【平成30年度通常総代会開催】
　平成30年度伊方町商工会通常総代会が、5月22日㈫午後２時から伊方町生涯学習センター５階多目的ホー
ルにおいて、総代89名（委任状出席を含む）の出席の下開催されました。
　また、ご来賓として伊方町長高門清彦様、伊方町議会議長山本吉昭様、県議会議員梶谷大治様、高橋英
行様からご祝辞を賜り、総代会に花を添えていただきました。
 【提出議案】
　第１号議案　平成29年度一般会計並びに特別会計収支補正予算書（案）決定の件
　第２号議案　平成29年度事業報告並びに一般会計収支決算書及び特別会計収支決算書承認の件
　第３号議案　定款の一部改正の件
　第４号議案　平成30年度事業計画（案）並びに一般会計収支予算書（案）及び特別会計収支予算書（案）
　　　　　　　決定の件
　第５号議案　平成30年度取引金融機関並びに借入金最高限度額（案）決定の件
　第６号議案　任期満了に伴う役員改選の件
　以上、提出議案のすべてが可決承認されました。
　なお、役員改選におきまして、会長に井上喜樹氏が再任されました。
　旧役員の皆さまには、在任期間中たいへんお世話になりました。今後とも伊方町商工会発展のため引き
続きご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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　盛夏の候、皆様には益々
御健勝のこととお慶び申し
上げます。　
　また、平素から、伊方町
商工会の事業、業務に格別
のご理解とご協力をいただ
き、心よりお礼申し上げま
す。さらに昨年は、節目と
なる合併10周年記念式典を

盛会裡に開催することができました。重ねてお礼
申し上げます。
　さて私は、5月22日に開催されました第12回平成
30年度通常総代会におきまして、会長職に再任い
ただきました井上喜樹です。引き続きの重責に改
めて身の引き締まる思いです。
　さて、私が新会長に選任されてからの３年間を
振り返りますと、一昨年３月に１号機が廃止決定
し、８月には３号機が再稼働しましたが、昨年12
月に広島高裁の運転差し止め仮処分決定を受け、
現在運転を停止している状況です。さらに、今年
３月には２号機も廃止が決定しました。会員事業
所にあっては、消費の流出による売上げの減少、
経営者本人の高齢化や後継者問題などによる廃業
や退会が多々見られ、商工会の会員数が漸減傾向
の中、本町経済や財政を取り巻く状況は今後さら

に厳しさを増していくものと考えられます。
　本年度伊方町商工会は、経済産業省の認定に向
け「経営発達支援計画」を申請いたします。これ
は地域内小規模事業者の持続的発展のため、商工
会職員が伴走型の事業者支援を行うものです。本
会としても、今後さらに小規模事業者に寄りそっ
たきめ細かい施策を実施して参ります。経営計画
の作成による補助金の活用等、商工会が伴走して、
個々の状況に即したお手伝いをさせて頂きますの
で、積極的にご活用いただくようお願い申し上げ
ます。また、様々な制度を活用した創業支援、事
業継続やスムーズな事業承継のサポートについて
も引き続き積極的に推進して参りますので、どん
なことでもお気軽にご相談下さい。
　県や町をはじめ関係機関とスクラムを組みなが
ら、中村、山本両副会長ほか理事各位と共に、役
職員一同地域振興や商工業の活性化に向けて、邁
進して参りますので、今後共よろしくお願い申し
上げます。
　誠に微力ではありますが、これからの３年間、
精一杯会長としての職責を果たす所存でございま
すので、引き続きのご支援ご協力を賜りますよう
お願い申し上げ、就任のご挨拶とさせていただき
ます。

就任あいさつ
伊方町商工会　会長　井上　喜樹　

役職名 氏　　名 地区 役職名 氏　　名 地区 役職名 氏　　名 地区
会　長 井　上　喜　樹 伊方 理　事 正　岡　英　彦 伊方 理　事 宇都宮　　　圭 三崎
副会長 中　村　敏　彦 三崎 〃 渡　辺　喜　文 〃 〃 清　家　慎太郎 〃
〃 山　本　吉　昭 瀬戸 〃 山　口　剛　宏 〃 〃 西　村　公　男 〃
理　事 菊　池　春　久 伊方 〃 道　元　　　平 〃 〃 田　村　義　孝 〃
〃 井　村　成　孝 〃 〃 下　野　保　久 瀬戸 〃 阿　部　史　朗 〃
〃 土　居　裕　子 〃 〃 末　光　孝　吉 〃 〃 大　岩　幸　男 〃
〃 篠　沢　朝　勝 〃 〃 木　嶋　英　幸 〃 〃（青年部長） 樫　尾　考　治 伊方
〃 尾　﨑　秀　憲 〃 〃 濱　田　卓　紀 〃 〃（女性部長） 宇　藤　征　子 三崎
〃 大　通　悦　哉 〃 〃 福　島　大　蔵 〃 監　事 大久保　光　留 瀬戸
〃 市　川　太　平 〃 〃 菊　池　長一郎 三崎 〃 平　碆　善　幸 三崎

伊方町商工会新役員　　（任期：平成30年５月22日～平成33年５月21日）

₁ ．経営発達支援体制の整備・確立
₂．地域活性化のための事業の実施
₃．組織力並びに財政基盤の強化
₄．職員の使命感の醸成・資質向上

平成30年度重点目標
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 平成30年度一般会計収支予算書
（単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 30年度予算額 科　　目 30年度予算額

県 交 付 金 33,503,000 経 改 事 業
指 導 職 員 設 置 費 26,207,000

市 町 村 補 助 金 19,910,000 経 改 事 業
指 導 事 業 費 12,039,000

会 費 5,027,000 地 域 総 合
振 興 事 業 費 17,722,000

手 数 料 2,058,000 管 理 費 11,561,000
中 小 企 業 共 済
制 度 受 託 料 160,000 引 当 金 支 出 970,000
商 工 貯 蓄 共 済
事 業 等 受 託 料 603,000 資 産 取 得 支 出 400,000
一 般 受 託 料
（ 特 退 共・ そ の 他 ） 4,016,000 予 備 費 518,000

使 用 料 1,120,000
引 当 金 繰 入 収 入 2,380,000
雑 収 入 210,000
前 期 繰 越 収 支 差 額 430,000

合　　計 69,417,000 合　　計 69,417,000

平成30年度　伊方町商工会事務局体制機構図

会　　長

事務局長

本　　所

デマンド交通

三崎支所 瀬戸支所

井上　喜樹

宇都宮邦彦

支所責任者（経営支援員）
菊池真奈美

パート職員
梶原　喜美

経営指導員
山本　修一

経営指導員
清水　智之

経営支援員
中須賀　香

経営支援員
林　慎一郎

パート職員
池田　志穂
竹本　祐美
岩井千代里
渡邉　京子
山下久美子

支所責任者（記帳指導員）
河野　みほ

パート職員
神野　康子

　４月に、長浜町商工会から異動
して参りました。
　伊方町のことは全くわかりませ
んので、地域に慣れることから始
め、伊方町商工会の発展のため努
力して参りますので、今後ともよ
ろしくお願いいたします。

経営指導員

山
やま

本
もと

　修
しゅう

一
いち

　６月から商工会連合会職員とし
て採用され、伊方町に参りました。
　覚えていかなければいけないこ
とがたくさんあると思いますが、
一生懸命努力していきますので、
これからどうぞよろしくお願いい
たします。

経営支援員

林
はやし

　慎
しん

一
いち

郎
ろう

　４月に、愛媛県商工会連合会か
ら異動して参りました。
　商工会連合会での勤務が長かっ
たので、商工会の業務は不馴れな
こともありますが、早く会員の皆さ
んの役に立てるよう頑張りたいと
思います。よろしくお願いします。

経営支援員

中
なか

須
す

賀
か

　香
かおり

新任職員紹介
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◇伊方町商工会からの各種助成金のご案内
伊方町商工会人材育成支援事業

販路開拓・調査研究支援事業
１．目　的
　販路開拓や売上拡大並びに市場競争力と収益力の向上を図ることを目的に、物産展等への出展や自社製品の性能
や付加価値の向上及び、新商品開発等に係る調査研究のための各種先進企業等への視察の際の支援を行う。

２．対象者
　伊方町商工会会員（調査研究の場合は複数の会員によるグループ可）

３．対象となる期間
　平成30年６月～平成31年２月

４．対象となる事業及び支援対象
①販路開拓支援事業
　県外の物産展等への出展に係る旅費、出展料※
②調査研究支援事業
　県内外の先進事業所並びに研究機関、大学等へ視察及び調査研究のために係る旅費、調査費
　※一事業所が個別に実施する場合は対象としない。
　　例：百貨店との個別交渉によって、自社のみの販売ブースを設置して販売を行う等

５．助成金
　調査研究事業、販路開拓支援事業　…　１回につき上限３万円。
　ただし、調査研究事業をグループで実施する場合、１グループで３万円とし、両事業とも費用総額が上限を下回
る場合はその額とする。
　本年度の事業採択は両事業合わせて13事業所（グループ）とし、達した時点で終了する。また、他の助成を受け
る場合は対象外とする。

（対象研修先等）
① 愛媛県、中小企業大学校、商工会議所、愛媛県産業貿易振興協会、愛媛職業能力開発促進センター、陸上貨物運送事業労
働災害防止協会、愛媛県介護実習普及センター、QCサークル四国地区、愛媛県社会福祉協議会、全国建設研修センター、
全国農協観光協会、自動車事故対策機構愛媛支所、その他これらに類する公的機関等の研修
②商工会が認めた研修等（民間含む）　※事前にご相談下さい

★新規会員の紹介　～ご入会ありがとうございます～
事業所名 代表者名 住　　所 連 絡 先 業　　種

中　田　農　園 中　田　照　喜 伊方町中之浜 38－0895 農　　業

【あとがき】
　この度、映画「万引き家族」で第71回
カンヌ国際映画祭最高賞のパルムドール
を獲得した是枝裕和監督の記者会見の席
上での一言が興味深い。
　『昔、先輩に言われていたことで、『誰か1人に向かっ
て作れ』。不特定多数の人に向かって送るものほど、
そうすることで、結果的に多くの人に伝わる。』
～このことは、私たちの仕事にも相通じるものがある
ように思います。～  /by.S.Y

１．目　的
　伊方町商工会に属する事業主及び従業員の能力の開発、技術・資質の向上を図るため、
公的機関等が実施する研修・資格取得等の参加者に対し、受講料・受験料の一部を助成し、
会員事業所の発展に寄与することを目的とする。

２．対象者
　伊方町商工会の会員である中小企業の経営者並びに後継者及び従業員

３．対象となる研修等
　資質向上等を目的とした公的機関等が実施する研修・資格試験で、平成31年２月28日㈭までに終了するもの。
　【自社が主催する研修・保有資格の更新講習は除きます。】

４．対象となる経費
　受講料及び受験料（他の補助制度などにより補てんされる額を除く）
　◎受講料　１／２以内（限度額：２５, ０００円／一人あたり）
　　　　　　　※百円未満の端数は切り捨て
　◎受験料　１／３以内（限度額：５, ０００円／一人あたり）
　　　　　　　※百円未満の端数は切り捨て　　　　　※１事業所の限度額：３０, ０００円／年
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